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資
生
堂
な
ど
民
間
企
業
三
四
社
と
学
習
院

大
学
経
済
経
営
研
究
所
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）
は
こ
の

ほ
ど
、
仕
事
と
家
庭
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
＝
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）
の
実
現
度
を

各
社
で
自
己
評
価
で
き
る
指
標
を
共
同
で
開

発
し
た
。「
育
児
支
援
や
長
時
間
労
働
の
改

善
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
制
度
が
導
入
さ
れ

て
い
る
の
か
」「
制
度
が
ど
の
程
度
認
知
さ
れ
、

利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
個
々
の
社
員
の
レ

ベ
ル
で
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
ど
の
程
度
実
現
さ
れ
、
そ

れ
が
、
労
働
意
欲
や
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
」な

ど
の
指
標
が
点
数
化
さ
れ
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
推
進

状
況
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
標
で
評
価

　

従
来
か
ら
Ｗ
Ｌ
Ｂ
指
標
（
両
立
指
標
）
と

呼
ば
れ
る
ツ
ー
ル
は
あ
っ
た
も
の
の
、
仕
事

と
育
児
・
介
護
の
両
立
度
合
や
制
度
の
整
備

状
況
へ
の
評
価
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
①
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
度

を
測
る
指
標
で
あ
る
た
め
、
両
立
よ
り
も
広

い
概
念
で
あ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
度
を
測
る
指
標
と
し
て
は
不
十
分
②
企
業

に
よ
る
政
策
・
制
度
の
整
備
状
況
を
評
価
す

る
指
標
で
あ
る
た
め
、
社
員
に
よ
る
制
度
の

利
用
、
社
員
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
の
状
況
を
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い―

―

と
い
っ
た
面

が
あ
り
、
改
善
が
望
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
今
回
開
発
さ
れ
た
指
標
は
、

①
制
度
整
備
の
段
階
↓
②
社
員
個
人
が
認
知

す
る
段
階
↓
③
社
員
個
人
が
利
用
す
る
段
階

↓
④
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上

に
よ
り
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
向
上
す
る

段
階
ま
で
の
各
過
程
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
同
指
標
の
特
徴
点
を
ま

と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
図
表
１
）。

　

①
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
・
制
度
の
作
成
か
ら
社
員

の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス

を
評
価
で
き
る
指
標
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い

る
。

　

②
と
く
に
、
社
員
を
対
象
に
し
た
調
査
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
社
員
に
よ
る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
制
度

の
利
用
、
社
員
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
の
状
況
を

評
価
す
る
た
め
の
指
標
が
含
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
社
員
の
意
識
・
行
動
の
観
点
か
ら

Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
評
価
す
る
指
標
と
な
る
。

　

③
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
・
制
度
の
目
標
は
社
員
の

Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
Ｗ
Ｌ

Ｂ
政
策
・
制
度
を
評
価
で
き
る
。

　

④
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
と

く
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の
「
ヒ
ト
の
視
点

か
ら
み
た
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
の
関

連
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑤
今
後
、
新
し
い
Ｗ
Ｌ
Ｂ
指
標
を
活
用
す

る
企
業
が
増
え
れ
ば
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
「
財
務
上

の
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
の
関
連
も
評

価
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
①
〜
⑤
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
経
営
効
果

ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
点
が
、
同
指
標
の

大
き
な
目
玉
と
い
え
る
。

Ｗ
Ｌ
Ｂ
塾
が
指
標
開
発
の

き
っ
か
け
に

　

こ
の
指
標
が
開
発
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
背

景
に
は
、資
生
堂
、ニ
チ
レ
イ
な
ど
三
四
社
の

有
志
団
体
と
し
て
〇
四
年
か
ら
三
年
間
限
定

で
活
動
し
て
き
た「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
塾
」の
存
在
が
あ
る
。
活
動
を
通
じ
て
、

Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
個
別
企
業
の

Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
現
状
を
一
定
の
指
標
を
元
に
評
価

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、そ
の
た

め
の
ツ
ー
ル
が
必
要
だ
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　

そ
こ
で
指
標
開
発
の
必
要
性
に
つ
い
て
同

じ
認
識
を
持
っ
て
い
た
Ｇ
Ｅ
Ｍ
と
と
も
に
、

共
同
研
究
・
開
発
に
着
手
。「
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
る
か
」、「
認
知
・
活
用
さ
れ
て
い
る

か
」、「
結
果
と
し
て
社
員
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
向
上

し
て
い
る
か
」な
ど
の
観
点
か
ら
、Ｗ
Ｌ
Ｂ
塾

に
参
加
す
る
九
社
、
二
八
〇
〇
人
を
対
象
に
、

企
業
、
個
人
別
に
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
指
標
作
り
に
活
用
し
た（
図
表
２
、３
）。

　

同
指
標
を
解
説
し
て
い
る
報
告
書
を
も
と

に
、
先
に
触
れ
た
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
・
制
度
の
展

開
プ
ロ
セ
ス
の
構
成
を
よ
り
詳
し
く
み
る
と
、

「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
・
制
度
が
整
備
さ
れ
る
」
↓

「
そ
れ
が
社
員
に
認
知
さ
れ
活
用
さ
れ
る
。

つ
ま
り
組
織
内
に
浸
透
し
て
い
く
」
↓
「
そ

の
結
果
と
し
て
社
員
個
人
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
向
上

す
る
」
↓
「
社
員
個
人
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
向
上
す

る
こ
と
を
通
し
て
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

向
上
す
る
」
と
い
う
段
階
を
経
る
。

特別資料編
ＷＬＢ施策

と
その効果？

ＷＬＢ施策は、従業員の満足
度を向上させることに焦点が
あたりがちだが、経営上の効
果・利益をどう評価すべきか。
新たに開発された指標を紹介
しつつ、経営戦略の一環に位
置づけている事例から考える。

自
社
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

評
価
す
る
指
標
を
開
発

―
―

Ｗ
Ｌ
Ｂ
塾
と
学
習
院
大
学
経
済
経
営
研
究
所
が
共
同
で
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報
告
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ

ス
の
要
素
は
次
の
と
お
り
に
な
る
。
第
一
段

階
に
つ
い
て
政
策
・
制
度
が
社
内
に
投
入
さ

れ
る
と
い
う
意
味
で
「
イ
ン
プ
ッ
ト
要
素
」、

制
度
の
認
知
・
浸
透
と
個
人
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
向
上

は
、
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み
出
す
過

程
で
あ
る
と
い
う
意
味
で「
プ
ロ
セ
ス
要
素
」、

最
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
は
、
経
営
の

最
終
目
標
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
ア
ウ
ト

カ
ム
要
素
」
で
あ
る
。

　

報
告
書
は
と
く
に
、「
制
度
の
認
知
・
浸
透
」

と
「
個
人
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
向
上
」
に
関
す
る
指
標

を
開
発
し
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

本
邦
初
の
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
指
標

　

ま
た
、
本
邦
初
と
も
い
え
る
、
経
営
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
は
、Ｂ
Ｓ
Ｃ(

バ
ラ
ン
ス
・

ス
コ
ア
ー
・
カ
ー
ド)

の
考
え
方
に
基
づ
い

て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
指
標
で
は
主

に
「
財
務
の
視
点
」
と
「
ヒ
ト
の
視
点
」
を

取
り
上
げ
、「
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
」と「
顧

客
の
視
点
」
に
つ
い
て
は
部
分
的
な
開
発
に

と
ど
め
て
い
る
。

　

報
告
書
で
は
、「
ヒ
ト
の
視
点
」
を
中
心
に

分
析
し
て
い
る
が
、「
財
務
の
視
点
」
に
つ
い

て
も
、
本
指
標
を
活
用
す
る
企
業
が
増
加
す

れ
ば
活
用
で
き
る
と
す
る
。「
ヒ
ト
の
視
点
」

で
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
健
康
度
を
「
直

接
的
効
果
」、
そ
れ
を

介
し
て
効
果
が
期
待
で

き
る
人
材
確
保
、
定
着
、

社
員(

女
性)

活
用
を

「
間
接
的
効
果
」
と
し

て
い
る
。

制
度
づ
く
り
か
ら
効
果
測
定
の

段
階
へ

　

同
指
標
の
開
発
に
携
わ
っ
た
脇
坂
明
学
習

院
大
学
教
授
は
、「
企
業
が
ど
う
い
う
考
え
の

も
と
、
ど
う
い
っ
た
制
度
を
実
施
し
て
い
る

か
、
こ
れ
に
対
し
て
従
業
員
が
ど
う
思
っ
て

い
る
か
を
あ
わ
せ
て
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
そ
し
て
、
何
年
か
継
続
し
て
調
査
す
れ

ば
、
会
社
や
制
度
の
問
題
点
、
社
員
の
意
識
、

Ｗ
Ｌ
Ｂ
施
策
の
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の

影
響
が
見
え
て
く
る
。
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
特
効
薬
は

な
く
、
自
社
の
課
題

を
認
識
し
て
、
コ
ツ

コ
ツ
と
解
決
し
て
い

く
し
か
な
い
。
制
度

づ
く
り
の
議
論
か
ら
、

実
際
の
運
用
と
そ
の

効
果
に
つ
い
て
、
測

定
す
る
段
階
に
入
っ

て
き
て
い
る
」
と
語

っ
て
い
る
。

　

同
指
標
の
報
告
書

は 

一
〇
〇
〇
円

（
税
・
送
料
込
）
で

販
売
中
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
学
習
院
大

学
経
済
経
営
研
究
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三-

五
九
九
二
‐
三
〇
七

五
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三

‐
五
九
九
二
‐
一
〇

〇
七
ま
で
）

図表２　制度利用率の指標の質問サンプル
制度の有無（慣行を含む） 「すでに導入済み」の場合

過去 3年間の利用実績
導入予定
なし

導入
検討中

すでに
導入済み

かなり
ある 少しある 全くない

１．短時間勤務制度 1 2 3 → 1 2 3

２．在宅勤務制度 1 2 3 → 1 2 3

３．フレックスタイム制度 1 2 3 → 1 2 3

４．所定外労働を制限する制度 1 2 3 → 1 2 3

５．事業所内託児施設の運営 1 2 3 → 1 2 3

６．育児サービス費用を補助あるいは貸与する制度
（ベビーシッター費用、育児費用の貸与制度など）
※会社等が運営に参加している共済会の実施する制度でも可

1 2 3 → 1 2 3

７．職場への復帰支援 1 2 3 → 1 2 3

８．子どもの看護休暇 1 2 3 → 1 2 3

９．転勤への配慮（地域限定社員制度など） 1 2 3 → 1 2 3

10．育児等で退職した者に対する優先的な再雇用制度 1 2 3 → 1 2 3

図表１　制度利用率の指標の質問サンプル

図表３　９社における制度利用率の指標
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ソ
ニ
ー
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
オ
リ
ン
パ
ス
な
ど

か
ら
プ
レ
ス
金
型
の
設
計
・
製
作
や
プ
レ
ス

加
工
を
請
け
負
う
、
カ
ミ
テ
（
本
社
・
秋
田

県
小
坂
町
、
男
性
社
員
一
五
人
、
女
性
社
員

一
五
人
計
三
〇
人
）。
中
小
企
業
な
が
ら
、

事
業
所
内
託
児
施
設
を
配
備
す
る
な
ど
、
大

手
以
上
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施

策
を
充
実
さ
せ
て
い
る
会
社
と
し
て
有
名
だ
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
上
手
康
弘
・
代
表
取

締
役
社
長
は
、「
少
数
精
鋭
主
義
の
弊
社
で
は
、

育
て
た
社
員
に
育
児
や
介
護
で
退
社
さ
れ
る

の
が
一
番
の
損
失
だ
。
で
き
る
だ
け
長
く
働

い
て
も
ら
い
、
し
か
も
社
員
の
能
力
を
充
分

に
引
き
出
す
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
、
弊
社

の
維
持
・
発
展
の
原
動
力
に
な
る
と
考
え
た
」

な
ど
と
説
明
す
る
。

　

そ
ん
な
同
社
は
一
九
八
八
年
に
、
秋
田
県

の
誘
致
企
業
と
し
て
、
十
和
田
湖
畔
の
小
坂

町
に
設
立
。し
か
し
当
初
は
、優
秀
な
人
材
の

確
保
に
苦
戦
し
た
。
周
辺
の
人
手
と
い
え
ば

兼
業
農
家
が
多
く
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
れ
ば
会

社
よ
り
田
植
え
・
稲
刈
り
が
優
先
さ
れ
る
。こ

う
し
た
中
で
、
よ
う
や
く
育
っ
た
人
材
に
家

庭
の
事
情
で
辞
め
ら
れ
る
と
、
明
日
か
ら
仕

事
が
回
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
社
長
に
就
任

し
た
上
手
氏
は
、
法
令
通
り
の
育
児
休
業
や

育
児
短
時
間
勤
務
（
介
護
休
業
や
介
護
短
時

間
勤
務
）の
ほ
か
に
、独
自
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
の
拡
充
に
乗
り
出
し
た
。

　

公
的
な
支
援
を
活
用
し
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
事
業
所
内
託
児
施
設
「
カ
ミ
テ
チ
ャ
イ
ル

ド
ハ
ウ
ス
」（
保
育
士
二
人
常
勤
、
保
育
料
無

料
）
を
開
設
。ま
た
、〇
一
年
に
は
一
時
間
単

位
の
特
別
休
暇
制
度
を
新
た
に
設
け
、
①
妊

産
婦
の
通
院
時
間
に
つ
き
年
四
〇
時
間
の
有

給
休
暇
②
配
偶
者
が
出
産
す
る
男
性
社
員
に
、

（
す
で
に
導
入
し
て
い
た
出
産
時
二
日
の
有

給
休
暇
に
加
え
）
妻
が
妊
娠
中
よ
り
子
一
人

に
つ
き
年
四
〇
時
間
の
有
給
休
暇
③
子
ど
も

の
検
診
・
予
防
接
種
や
家
族
が
病
気
の
際
の

看
護
休
暇
（
ゼ
ロ
歳
〜
小
学
校
就
学
前
ま
で

子
一
人
に
つ
き
年
四
〇
時
間
、
小
学
校
〜
高

校
卒
業
前
ま
で
社
員
一
人
に
つ
き
年
一
六
時

間
）―

―

な
ど
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

企
業
の
生
き
残
り
を
か
け
て
Ｗ
Ｌ
Ｂ

　

事
業
所
内
保
育
施
設
は
現
在
、
一
〜
六
歳

ま
で
八
人
の
子
を
預
か
る
。
休
憩
時
間
に
な

る
と
、
社
員
と
子
が
一
緒
に
お
昼
を
食
べ
た

り
遊
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
、
原
則
一
九
時
に

は
手
を
つ
な
い
で
と
も
に
家
路
に
つ
く
毎
日

だ
。
同
社
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

施
策
は
、
社
員
の
生
活
を
家
族
ぐ
る
み
で
支

え
る
手
厚
い
従
業
員
福
祉
の
よ
う
に
も
み
え

る
。
だ
が
、
上
手
氏
は
そ
の
狙
い
に
つ
い
て
、

「
あ
く
ま
で
会
社
で
あ
り
、
生
き
残
り
を
か

け
て
や
っ
て
い
る
。
大
手
企
業
の
下
請
け
的

存
在
で
、
し
か
も
プ
レ
ス
加
工
業
の
競
争
相

手
は
中
国
。
労
働
生
産
性
の
向
上
が
必
至
だ

か
ら
こ
そ
、
少
数
精
鋭
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
育
成
し
た
社
員
に
は
、
で
き
る
だ

け
長
く
働
い
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
そ
の

理
由
を
述
べ
る
。

　

豊
富
な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施

策
が
、
制
度
倒
れ
に
終
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の

制
度
を
ほ
ぼ
全
社
員
が
利
用
し
て
い
る
背
景

に
つ
い
て
、
上
手
氏
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
施
策
を
充
実
さ
せ
る
反
面
、
お
互

い
に
助
け
合
え
る
戦
力
と
な
る
よ
う
、
多
能

工
に
育
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
逆
に
言
う
と
、

う
ち
で
は
多
能
工
に
な
れ
る
だ
け
の
能
力
が

な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
」
と
厳
し
い
一

面
も
覗
か
せ
る
。

　

同
社
で
い
う
多
能
工
と
は
、
数
種
の
機
械

を
自
在
に
使
え
る
「
ト
ヨ
タ
式
」
を
は
る
か

に
凌
ぎ
、
金
型
プ
レ
ス
、
加
工
、
研
磨
か
ら
、

人
に
よ
っ
て
は
経
理
な
ど
非
製
造
系
の
業
務

ま
で
何
で
も
担
当
で
き
る
、
い
わ
ば
マ
ル
チ

社
員
を
さ
す
。
同
社
で
は
、
繁
忙
期
に
な
る

と
経
理
の
女
性
社
員
が
金
型
プ
レ
ス
機
の
前

に
立
つ
。
ま
た
、
保
育
士
が
急
用
で
休
む
と

い
え
ば
、
保
育
士
資
格
を
も
つ
金
型
プ
レ
ス

の
男
性
社
員
が
、
代
役
を
買
っ
て
出
る
姿
も

日
常
的
に
み
ら
れ
る
。　

　
「
皆
が
助
け
合
い
な
が
ら
仕
事
に
の
ぞ
む

雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
、
物
づ
く
り
に
一
番
重

要
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
」（
上
手

氏
）―

―

。
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、
社
員
の
集
中
力
や
少
数
精
鋭
の

団
結
力
が
増
す
こ
と
に
気
づ
き
、
経
営
に
活

か
し
て
き
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
九
六
年

に
は
Ｇ
Ｍ
Ｓ
携
帯
電
話
部
品
の
年
間
二
四
〇

〇
万
個
不
良
品
ゼ
ロ
を
達
成
。
ま
た
、
〇
一

年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇
〇
一
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇

〇
一
を
同
時
取
得
す
る
な
ど
、
副
次
的
に
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
が
実
ら
せ

た
果
実
を
手
に
入
れ
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
経
営
に
活
か
す

か
つ
て
は
女
性
社
員
向
け
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
福
祉
的
な
位
置
づ
け
に
過
ぎ
な
か
っ

た
、企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
。
だ
が
、
〇
五
年
に
施
行
さ
れ
た
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
で
、三
〇
一
人
規
模
以
上
に
行
動
計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

か
ら
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
は
社
会
的
要
請
に
応
え
る
少
子
化
対
策
と
し
て
、

企
業
の
間
で
急
速
に
拡
が
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
最
近
で
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
施
策
を
経
営
の
合
理
化
に
結
び
つ
け
、
こ
れ
を
成
長
の
原
動
力
に
し
よ
う
と
す
る
企

業
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
カ
ミ
テ
と
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
事
例
に
つ

い
て
、
内
閣
府
が
六
月
二
九
日
に
開
催
し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
の
全

国
会
議
」（
写
真
）で
の
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
資
料
な
ど
を
も
と
に
ま
と
め
た
。

カ
ミ
テ
／
Ｗ
Ｌ
Ｂ
で
多
能
工
を
育
成
・
活
用
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ト
イ
レ
や
洗
面
所
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

な
ど
を
手
が
け
、
私
た
ち
に
身
近
な
存
在
の

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
〇
七
年
三
月
末
時
点
で
単
独
七

七
二
一
人
、
連
結
二
万
四
八
一
人
）。
福
岡

県
北
九
州
市
に
本
社
を
置
く
同
社
に
つ
い
て
、

代
表
取
締
役
社
長
の
木
瀬
照
雄
氏
は
「
九
州

男
児
に
よ
る
ま
さ
に
男
尊
女
卑
の
会
社
だ
っ

た
。つ
い
数
年
前
ま
で
、女
性
が
使
う
シ
ス
テ

ム
キ
ッ
チ
ン
の
商
品
会
議
に
さ
え
、
女
性
社

員
が
一
人
も
参
加
し
て
い
な
い
よ
う
な
、
男

性
社
員
中
心
の
会
社
だ
っ
た
」
な
ど
と
話
す
。

　

し
か
し
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
創

立
さ
れ
た
老
舗
の
同
社
は
、
〇
七
年
五
月
に

九
〇
周
年
を
迎
え
る
大
事
な
節
目
に
あ
た
り
、

〇
三
年
六
月
に
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た
木
瀬
氏

を
中
心
に
、「
企
業
成
長
の
第
三
ス
テ
ー
ジ
に

入
る
う
え
で
、
継
承
す
べ
き
も
の
と
、
時
代

に
応
じ
て
変
え
る
べ
き
も
の
は
何
か
」
を
熟

慮
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
創
業
理
念
を
活
か
し
つ
つ
も
、

今
後
は
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
顧
客
に
選
ば
れ
続
け
る
存

在
に
な
っ
て
い
く
に
は
、
生
活
者
と
し
て
の

女
性
の
経
験
や
感
性
な
ど
を
大
い
に
取
り
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
判
断
。
中
期
経

営
計
画
の
柱
に
、
女
性
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
社
員
が
、
持
て
る
力
を
発
揮
で
き
る

職
場
風
土
の
構
築
を
掲
げ
、
〇
五
年
度
か
ら

は
女
性
社
員
の
活
躍
を
具
体
的
に
推
進
す
る

「
き
ら
め
き
活
動
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
き
ら
め
き
活
動
」
は
、
風
土
・
意
識
・
行

動
の
改
革
（
ス
テ
ッ
プ
一
）
↓
業
務
に
お
け

る
個
人
能
力
の
発
揮
（
ス
テ
ッ
プ
二
）
↓
活

動
の
定
着
（
ス
テ
ッ
プ
三
）―
―

と
い
う
一

連
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
女
性
社
員
が
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
会
社
へ
の
脱
皮
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
。
ま
ず
、
社
長
直
轄
の
組
織

と
し
て
「
き
ら
め
き
推
進
室
」
を
設
置
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
女
性
社
員
の
潜
在
能
力
を
活
か

し
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
と

宣
言
。
そ
の
う
え
で
、
男
性
社
員
の
女
性
社

員
に
対
す
る
認
識
の
改
革
や
、
逆
に
女
性
社

員
自
身
の
意
識
改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
中
で
は
「
経
営
陣
（
男
性
）
を
女
性
社

員
だ
け
の
集
会
に
招
き
、
そ
の
息
苦
し
さ
を

体
感
し
て
も
ら
う
」（
木
瀬
氏
）
よ
う
な
、
荒

療
治
も
取
り
入
れ
た
。

　

二
年
目
に
入
っ
た
「
き
ら
め
き
活
動
」
で

は
、
女
性
社
員
の
も
つ
潜
在
能
力
を
具
体
的

に
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
げ
る
た
め
、
業

務
内
容
や
業
務
フ
ロ
ー
の
見
直
し
に
着
手
し

た
。
例
え
ば
、
機
器
事
業
部
で
は
、
女
性
社

員
七
人
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
生
活

者
の
視
点
に
よ
る
商
品
評
価
を
推
進
。
ま
た
、

横
浜
支
社
で
は
、
女
性
社
員
の
生
活
経
験
を

活
か
し
、
営
業
力
強
化
や
顧
客
の
満
足
向
上

　

同
社
に
と
っ
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
施
策
は
社
員
同
士
の
助
け
合
い
・
思

い
や
り
を
ベ
ー
ス
に
し
た
制
度
。
そ
れ
だ
け

に
、「
ど
ん
な
社
員
に
も
公
平
な
も
の
と
し
て
、

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
た
め
、

（
地
域
で
ニ
ー
ズ
の
多
い
）
子
育
て
と
介
護

を
セ
ッ
ト
に
し
て
運
用
し
て
い
る
」
と
い
う
。

現
在
で
は
、
近
隣
の
会
社
か
ら
も
子
ど
も
を

受
け
入
れ
て
い
る
事
業
所
内
託
児
施
設
だ
が
、

上
手
氏
は
「
社
員
の
子
育
て
が
一
巡
し
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
親
の
介
護
施
設
に
し
て
も
い
い

･･･

」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
／
Ｗ
Ｌ
Ｂ
で
女
性
社
員
を
戦
力
に

に
向
け
て
新
業
務
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
今
年
度
も
継
続
中
。

ま
た
、
業
務
内
容
・
フ
ロ
ー
の
最
適
化
に
伴

う
、
人
事
・
評
価
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
も
射

程
に
入
れ
て
い
る
。

労
使
共
同
で
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
推
進
中

　

最
近
に
な
っ
て
、
女
性
社
員
の
活
用
に
本

気
で
取
り
組
み
始
め
た
同
社
だ
が
、
仕
事
と

家
庭
を
両
立
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
面
で
、

他
社
に
遅
れ
を
取
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
育
児
休
業
制
度
や
育
児
短
時
間
勤

務
の
拡
充
に
熱
心
で
、
九
九
年
に
は
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
表
彰
」
の
厚
生

労
働
大
臣
努
力
賞
も
受
け
た
ほ
ど
。
直
近
の

数
字
（
〇
五
年
度
実
績
）
で
も
、
育
児
休
業

取
得
は
七
二
人
、
短
時
間
勤
務
は
五
五
人
と
、

い
ず
れ
も
順
調
に
利
用
が
す
す
む
。

　

そ
う
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、「
女
性
社
員
の
平

均
勤
続
年
数
は
約
一
九
年
と
、男
性
社
員（
約

二
一
年
）
並
み
の
水
準
ま
で
伸
び
て
き
た
」

（
木
瀬
氏
）。
た
だ
こ
れ
ま
で
、
長
く
働
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
女
性
社
員
を
、

一
般
事
務
だ
け
で
は
な
く
、
商
品
開
発
や
営

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
戦
略
的
に
ど

う
活
用
す
る
か
の
観
点
は
希
薄
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
女
性
社
員
の
能
力
発
揮

を
め
ざ
す
「
き
ら
め
き
活
動
」
を
展
開
し
た

効
果
は
職
群
転
換
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
始

め
た
。
一
般
職
等
（
Ｇ
）
か
ら
エ
リ
ア
総
合

職
等
（
Ｎ
）
へ
、
さ
ら
に
総
合
職
（
Ｉ
）
へ

と
、「
職
群
変
更
す
る
女
性
社
員
が
増
え
始
め

た
」（
木
瀬
氏
）。
〇
五
年
度
実
績
で
、
Ｇ
↓

Ｎ
へ
転
換
し
た
女
性
社
員
は
一
九
人
、
Ｎ
↓

Ｉ
は
八
人
を
数
え
る
。

　

ま
た
、
〇
六
年
度
は
新
た
に
、
六
人
の
女

性
社
員
を
課
長
職
な
ど
に
登
用
。
さ
ら
に
木

瀬
氏
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
等

で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
働
く
非
正
社
員

か
ら
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
れ
ば
契
約

社
員
、
課
長
職
以
上
に
な
れ
ば
正
社
員
に
登

用
す
る
仕
組
み
も
整
え
ら
れ
て
お
り
、「
き
ら

め
き
活
動
」
の
し
ず
く
が
波
紋
の
よ
う
に
拡

が
り
始
め
て
い
る
。

　

新
規
採
用
に
つ
い
て
も
同
社
は
、
〇
六
年

度
か
ら
、「
女
性
五
割
」
の
採
用
比
率
を
掲
げ

て
い
る
。「
初
年
の
実
績
は
四
二
％
（
〇
五

年
度
は
二
二
％
）
と
目
標
に
と
ど
か
な
か
っ

た
が
、
今
年
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
」（
木
瀬
氏
）
と
意
欲
的
だ
。

　

女
性
社
員
が
真
に
活
躍
で
き
る
組
織
風
土

に
転
換
さ
せ
る
た
め
に
は
、
男
性
社
員
と
く

に
管
理
職
の
あ
り
方
の
見
直
し
も
必
要
に
な

る
。「
営
業
所
に
よ
っ
て
は
、
初
め
て
女
性

の
部
下
を
も
つ
男
性
上
司
も
い
る
。
そ
う
し

た
上
司
と
の
間
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
づ
ら
い
・
と
れ
な
い
と
訴
え
て
く

る
女
性
社
員
も
少
な
く
な
い
」（
木
瀬
氏
）。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
社
で
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
改
革
を
遂
行
中
。
ま
た
、
関
連
し
て

社
内
の
あ
ち
こ
ち
に
、
木
瀬
氏
と
労
組
委
員

長
が
肩
を
組
み
な
が
ら
、
労
使
共
同
で
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
を
訴
え

る
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
管
理
職
世
代
に
は
、
ま
だ
ま
だ
会
社
こ

そ
生
き
甲
斐
、
会
社
に
い
る
の
が
一
番
楽
し

い
と
い
う
人
も
多
い
。
そ
う
し
た
や
り
方
で

成
功
し
た
管
理
職
こ
そ
、
今
と
な
っ
て
は
抵

抗
勢
力
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
戦
略
の
展
開
な
く
し
て
企
業
成
長

は
難
し
い
。社
員
そ
れ
ぞ
れ
に
、そ
う
し
た
発

想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」（
木
瀬
氏
）。

　

組
織
風
土
の
転
換
は
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
さ
し
か
か
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）


